
　

(2)今後の方向性

H29　詳細設計業務を発注予定。

土質調査等のためにボーリング調査を行った。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

－

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化

3-1みどりの保全と創出 無

無

自動車や建設重機等の使用、
紙類の使用、エネルギーの使
用、ごみの排出

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由 詳細設計を行うため。拡大 縮小

みどり自然担当参事　関谷　佳和

終了

次年度予算

評価日 H28.8.15 評価者職氏名

理由
　現在、このような場所が安全に周遊できることが求められており、交通の安全
性と景観に配慮した人道橋を架け、狭山湖周辺が回遊できる散策路整備をす
ることは、所沢のみどりのファン（愛好家）を増やすことに寄与することである。

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

継続

プロポーザル方式により概略設計業務委託業者を決定した。。

25

実 績 25

H27　概略設計業務
H28　詳細設計業務

目標達成状況 ％ 達成率 100

　 項目名 項目説明

成果指標 事業進捗状況

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

測量等調査業務委託 橋梁部分の土質調査等を行う

概略設計業務委託

実施設計業務委託 業務

業務

事業費合計

正規職員人件費

人）

人 0

（千円） 年度 （千円）

11,200

5,076

（千円） 平成 28

（

27 年度平成≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

0

一般財源

平成 26 年度

（

その他（　　　　　　　　　　） ）

343,067

8,973

人） （

0.45人 3,897

5,446

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市民 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

狭山湖北東部に位置する緑地帯を縦断する市道5-4号線に景観に配慮した人道橋を整備し、散策者及び観光客にみどりの保全と創出の理解を促すとともに、安全の
確保を図るものである。

予算現額

27 人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

所沢市みどりの基本計画

狭山湖とその周辺の狭山丘陵は、所沢を代表する景勝地であり、身近な自然と触れ合える場所であることから、多くの観光客や近隣住民の散策
地となっているが、安全に周遊できることが求められており、散策路整備の一環として人道橋を整備するため、開始した事業である。

総合計画の体系 章 環境・自然 自然豊かなみどりの保全

343,321

→ 30

事業の種別

みどりの保全・公園の整備節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針

終了年度 年度

みどり自然課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 保全管理・緑化G

みどりの基本計画推進事業、ふるさとのみどり啓発事業、緑地管理整備推進事業

■ □ □

年度

法定受託＋附加

事業コード
狭山湖周辺人道橋整備事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

090405

①事務事業名
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例

部課コード 090400 ℡ 2998-9373

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

①平成27年度に人道橋設置場所の測量等調査業務を委託（完了）。
②平成28年度に人道橋の概略設計業務を委託する。
③平成29年度に人道橋の実施設計業務を委託する。
④平成30年度に人道橋の築造工事を行い、供用を開始する。

基本
方針

0

5,076 11,200

00

3,8970

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

H28目標値

1

Ｈ 26 Ｈ 27

1

1

50

単位

％

業務

目標値

将来目標

100

「実績」
縮小図る

開始年度 27

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る


